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例
言一

、
本
稿
は
、
許
樋
評
選
・
黎
経
諾
箋
注
『
六
朝
文
潔
箋
注
』
（
巻
八
）
所

 
収
「
玉
壷
新
整
序
」
本
文
お
よ
び
箋
注
部
分
の
訳
注
で
あ
る
。

二
、
底
本
に
は
、
中
華
書
局
出
版
（
6
S
第
1
版
上
海
第
1
次
印
刷
）
『
六

 
朝
文
禦
箋
注
』
を
用
い
た
。

三
、
原
文
中
の
引
用
書
に
関
し
て
は
、
原
典
と
の
対
照
を
行
い
、
必
要
と
思

 
わ
れ
る
文
字
校
訂
を
加
え
た
。
校
訂
を
加
え
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
語
釈

 
ま
た
は
補
注
で
言
及
し
た
。

四
、
全
体
は
①
原
文
、
②
語
釈
、
③
通
釈
、
④
補
注
よ
り
な
る
。

五
、
訳
注
部
分
は
、
語
釈
・
補
注
の
見
出
し
を
除
き
、
原
則
と
し
て
引
用
文

 
も
含
め
新
漢
字
を
使
用
し
た
。
但
し
、
「
弁
」
（
辮
・
緋
）
の
よ
う
に
意

 
味
上
の
混
乱
を
生
じ
る
場
合
な
ど
、
部
分
的
に
新
漢
字
を
用
い
な
か
っ
た

 
箇
所
も
あ
る
。

六
、
訳
注
に
際
し
て
、
序
本
文
の
み
を
ゴ
チ
ッ
ク
表
記
と
し
た
。

①
原
文

淡
雲
概
日
、
由
余
之
所
未
払

海
録
記
事
日
、
渡
野
壷
魏
文
芸
黄
初
二
年

築
。
又
日
、
燕
昭
王
好
神
仙
、
仙
人
甘
需
與
王
登
握
日
謹
言
。
史
記
秦
本
紀
、

戎
王
使
由
余
來
聰
、
穆
公
示
以
宮
室
、
引
之
登
三
休
之
壷
。
［
樵
］
周
書
、

武
弁
既
滅
北
齊
、
詔
日
、
儒
齊
或
穿
池
運
石
、
爲
山
學
海
、
或
層
壷
累
構
、

概
日
渡
雲
。

②
語
釈

○
「
渡
雲
」
雲
を
凌
ぐ
高
さ
を
い
う
。
宮
殿
の
高
く
そ
び
え
立
つ
様
を
表
す
。

 
「
淡
」
は
「
凌
」
に
同
じ
で
、
「
し
の
ぐ
」
の
意
。

○
「
概
日
」
太
陽
と
高
さ
が
平
ら
に
な
る
こ
と
を
い
う
。
や
は
り
宮
殿
の
高

 
く
そ
び
え
立
つ
様
を
表
す
。
「
概
」
は
、
ま
す
で
量
を
測
る
時
、
上
を
平

 
ら
に
な
ら
す
棒
。
と
か
き
。

○
「
三
余
」
も
と
晋
の
人
で
あ
っ
た
が
、
晋
の
滅
亡
後
逃
げ
て
戎
に
入
っ
て

 
い
た
。
後
に
秦
の
膠
公
か
ら
賓
客
の
礼
を
も
つ
て
招
か
れ
臣
と
な
り
、
戎

 
王
を
滅
ぼ
す
の
に
貢
献
し
た
。
（
以
上
、
『
史
記
』
巻
五
「
秦
本
紀
」
に
6
3

 
拠
る
）

○
「
所
未
窺
」
『
史
記
』
（
巻
五
「
秦
本
紀
」
）
に
、
「
（
戎
王
の
命
を
受
け
、

 
秦
を
視
察
に
来
た
由
余
に
）
秦
の
膠
公
は
宮
室
や
、
そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
た

 
宝
物
を
見
せ
た
（
積
聚
三
型
公
示
以
宮
室
、
積
聚
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま

 
え
る
。

○
「
寛
弘
砕
事
」
宋
の
葉
丁
子
撰
。
二
十
二
巻
。

○
「
淡
雲
壷
」
魏
の
平
鍋
が
築
い
た
う
て
な
。
凌
雲
観
。
晋
の
王
子
年
『
拾

 
遺
記
』
（
巻
七
）
に
、
「
魏
の
明
帝
が
凌
雲
台
を
建
て
た
と
き
、
明
帝
自

 
ら
が
土
を
掘
り
、
群
臣
た
ち
は
誰
も
が
も
っ
こ
や
鋤
を
背
負
っ
た
。
空
は

 
暗
く
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
で
、
多
く
の
死
者
が
互
い
に
重
な
り
合
う
有
様

 
で
あ
っ
た
（
魏
明
帝
起
凌
雲
台
、
躬
自
掘
土
、
華
臣
皆
負
番
錨
。
天
陰
凍

 
寒
、
死
者
相
枕
）
」
と
あ
る
。
ま
た
『
三
国
志
』
（
巻
二
「
凡
書
文
帝
紀

 
第
三
」
）
に
「
岩
内
二
年
十
二
月
、
文
帝
は
東
に
巡
幸
し
た
。
こ
の
年
、
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陵
雲
台
を
築
い
た
（
十
二
月
、
行
東
巡
。
是
歳
築
陵
雲
台
）
」
と
あ
る
。

 
な
お
、
『
海
録
砕
事
』
（
巻
第
四
下
）
は
、
「
淡
」
を
「
陵
」
に
作
る
（
明

 
・
劉
鳳
校
刻
 
万
暦
戊
戌
年
刻
本
 
新
興
書
局
一
℃
§
）
。

○
「
文
帝
」
曹
操
の
長
子
、
曹
 
（
一
。
。
刈
～
P
P
ひ
）
の
こ
と
。
字
は
子
桓
。

 
文
帝
は
詮
。

○
「
黄
初
二
年
」
二
二
一
年
。
「
黄
初
」
は
文
帝
の
年
号
（
P
8
～
B
ひ
）
。

○
「
又
日
～
」
『
海
録
工
事
』
（
巻
第
四
下
「
握
日
壷
」
）
。

○
「
燕
昭
王
」
戦
国
七
雄
の
一
つ
燕
の
三
十
九
代
王
（
『
史
記
』
「
燕
召
公

 
世
家
」
に
拠
る
）
。

○
「
甘
辛
」
古
代
の
仙
人
。
書
目
王
の
時
、
燕
国
の
臣
と
な
っ
た
（
『
道
教

 
大
辞
典
』
華
夏
出
版
社
6
逡
に
拠
る
）
。
『
拾
遺
記
』
（
巻
四
）
に
「
（
燕

 
二
王
）
の
四
年
、
王
は
正
殿
に
い
て
家
臣
の
甘
需
を
召
し
だ
し
た
（
燕

 
昭
王
）
四
年
、
王
居
正
寝
、
召
其
臣
甘
需
）
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
海
録

 
砕
事
』
（
巻
第
四
下
「
握
日
台
」
）
は
「
需
」
を
「
宙
」
に
作
る
。

○
「
握
日
之
台
」
太
陽
に
手
の
届
く
ほ
ど
の
高
さ
の
う
て
な
。
『
拾
遺
記
』

 
（
巻
四
）
に
「
（
燕
の
）
昭
王
は
握
日
の
台
に
あ
っ
て
雲
を
眺
め
て
い
た

 
が
、
太
陽
に
手
が
届
く
ほ
ど
（
の
高
さ
）
で
あ
っ
た
（
高
曇
坐
握
日
之
台

 
参
雲
、
上
可
椚
日
）
」
と
あ
る
。

○
「
史
記
」
前
漢
・
司
馬
遷
撰
。
百
三
十
巻
。
黄
帝
か
ら
漢
・
武
帝
ま
で
の

 
事
跡
を
記
す
紀
伝
体
の
歴
史
書
。
も
と
は
「
太
史
公
序
」
と
い
っ
た
。

○
「
羊
蹄
～
」
『
史
記
』
（
巻
五
「
秦
本
紀
第
五
」
）
。
文
字
の
異
同
・
省
略

 
が
あ
る
た
め
、
『
史
記
』
の
該
当
個
所
を
示
し
て
お
く
。

 
 
戎
王
使
由
余
於
秦
。
由
余
、
其
先
晋
人
也
、
亡
入
獄
、
能
作
言
。
聞

 
 
 
公
賢
、
故
使
幽
翠
観
秦
。
秦
繹
公
示
以
宮
室
、
積
聚
。

 
な
お
、
「
引
写
登
半
休
之
壷
」
の
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。

○
「
抽
出
」
戎
族
の
王
。
史
記
正
義
は
「
盗
人
姓
名
」
と
す
る
（
中
華
書
局

 
校
点
本
一
〇
刈
P
『
史
記
』
に
掲
載
）
。

○
「
穆
公
」
秦
（
嵐
氏
）
の
第
9
代
君
主
穆
公
任
好
（
在
位
前
ひ
ひ
O
～
前
ひ
8
）

 
の
こ
と
。
な
お
『
史
記
』
（
巻
五
「
秦
本
紀
第
五
」
）
は
「
穆
」
を
「
 
」

 
に
作
る
。

O
「
車
力
玉
壷
」
登
る
途
中
三
度
休
息
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
高
い
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
て
な
。
楚
の
「
章
華
之
台
」
を
い
う
。
補
注
2
参
照
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

○
「
樵
」
顧
樵
。
以
下
、
顧
樵
の
注
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

O
「
周
書
」
唐
の
令
甘
糟
蘂
上
編
。
北
周
（
置
文
氏
）
の
断
代
史
。
二
十
四

 
史
の
一
つ
。

○
「
武
帝
既
滅
北
斉
～
」
『
周
書
』
（
巻
六
「
帝
紀
第
六
 
武
書
下
」
）
。
文

 
字
の
異
同
・
省
略
が
あ
る
た
め
『
周
書
』
の
該
当
箇
所
を
示
し
て
お
く
。

 
 
（
建
徳
六
年
）
詔
日
、
魚
鋤
叛
換
、
籍
有
潭
浜
、
世
縦
淫
風
、
事
窮
彫

 
 
飾
。
全
量
池
運
石
、
為
山
学
海
、
或
層
台
玉
湯
、
面
目
凌
雲
。

 
な
お
、
「
武
帝
既
滅
北
斉
」
の
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。

○
「
武
帝
」
四
周
の
三
代
君
主
、
宇
文
書
の
こ
と
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
4

0
「
門
訴
」
高
歓
の
建
国
（
い
い
O
年
）
し
た
北
朝
の
王
朝
。
甘
酒
の
武
帝
に

 
滅
ぼ
さ
れ
た
（
い
ミ
年
）
。

○
「
偽
齊
」
斉
が
偽
り
の
王
朝
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

○
「
穿
池
」
人
工
的
に
池
を
造
る
こ
と
。
『
拾
遺
記
』
（
巻
六
「
前
漢
下
」
）

 
に
「
昭
帝
の
始
元
元
年
、
（
帝
は
）
淋
池
を
お
作
り
に
な
り
、
千
歩
の
広

 
さ
で
あ
っ
た
（
昭
帝
始
元
元
年
、
穿
淋
池
、
広
千
歩
）
」
と
あ
る
。

○
「
爲
山
學
海
」
池
の
中
に
山
を
築
き
、
海
に
模
す
。
池
の
壮
大
な
様
子
を

 
い
う
。
『
漢
書
』
（
巻
二
十
五
下
「
郊
祀
志
第
五
下
」
）
に
「
（
建
物
宮
の
）

 
北
に
は
大
池
と
章
台
を
整
備
し
、
（
台
の
）
高
さ
は
二
十
丈
余
り
で
、
『
泰

 
液
』
と
名
付
け
た
。
池
に
は
蓬
莱
、
方
丈
、
濾
洲
、
壷
梁
の
島
々
が
あ
り
、

 
海
中
の
神
山
や
亀
魚
の
類
に
象
っ
た
（
其
北
治
大
池
、
漸
円
高
二
十
余
丈
、

 
名
日
泰
液
。
池
中
有
蓬
莱
、
方
丈
、
濠
洲
、
壷
梁
、
象
海
中
神
山
亀
魚
之

 
属
）
」
と
あ
る
。
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○
「
層
台
累
構
」
高
い
う
て
な
（
層
台
）

 
と
。
宮
殿
の
壮
大
な
様
を
い
う
。

が
幾
重
に
も
連
な
る
（
累
構
）
こ

③
通
釈

雲
を
凌
ぎ
、
太
陽
と
高
さ
を
等
し
く
す
る
宮
殿
は
、
秦
穆
王
の
宮
殿
を
見
た

由
余
で
す
ら
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
 
『
海
録
砕
事
』
に
「
湊
雲
台
は
魏
の

文
帝
の
黄
初
二
年
に
建
造
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
（
『
海
浦
砕
事
』
に
）
、

「
燕
の
昭
王
は
神
仙
を
好
み
、
仙
人
甘
需
は
昭
王
と
全
日
の
台
に
登
っ
た
」

と
あ
る
。
『
史
記
』
の
「
秦
本
紀
」
に
「
戎
の
王
が
家
臣
の
由
余
に
（
穆
公

の
も
と
に
）
貢
ぎ
物
を
も
っ
て
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、
穆
王
は
（
由
余
に
秦
の

壮
大
な
）
宮
室
を
示
し
、
由
余
を
連
れ
て
三
休
の
台
に
登
っ
た
」
と
あ
る
。

［
顧
樵
の
注
］
 
『
周
書
』
に
、
「
武
帝
は
既
に
北
斉
を
滅
ぼ
し
て
い
た
が
、

そ
の
詔
に
は
『
偽
王
朝
で
あ
る
斉
は
、
池
を
穿
ち
石
を
運
び
、
（
池
の
中
に
）

山
を
作
り
海
に
模
し
、
高
い
う
て
な
を
幾
重
に
も
連
ね
、
太
陽
に
届
き
雲
を

も
凌
ぐ
壮
大
な
宮
殿
を
建
造
し
た
』
」
と
あ
る
。

④
補
注

 
 
 
 

 
補
注
1
「
羊
雲
照
日
」
に
つ
い
て

 
 
 
く

 
 
石
面
宜
箋
注
年
占
中
震
『
玉
台
新
詠
』
（
四
部
備
要
撃
）
所
収
「
玉
台

 
墨
黒
序
」
は
、
「
波
雲
量
日
」
字
の
上
に
「
夫
」
字
を
加
え
、
「
一
無
心

 
宇
」
と
注
す
る
。

 
 
 
 

 
補
注
2
「
三
管
之
垂
」
に
つ
い
て

 
 
 
く

 
 
「
三
聖
之
壷
」
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
「
秦
本
紀
」
に
は
記
述
が
な
い
。

 
黎
経
諾
の
箋
注
は
、
清
・
呉
兆
宜
注
『
徐
丸
根
箋
注
』
（
巻
之
四
）
（
四

 
部
備
要
理
）
所
収
「
玉
台
新
事
序
」
の
二
戸
宜
注
に
同
じ
で
、
こ
れ
を
引

 
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
三
休
之
台
」
に
つ
い
て
は
、
質
誼
 
『
新
書
』

 
の
「
退
譲
」
に
、
「
薬
王
が
楚
に
使
者
を
使
わ
し
た
と
こ
ろ
、
明
王
は
（
国

威
を
）
誇
ろ
う
と
思
い
、
そ
こ
で
使
者
を
章
華
の
台
で
も
て
な
し
た
。
（
章

華
の
台
に
）
登
る
者
は
途
中
三
度
休
憩
し
て
や
っ
と
そ
の
最
上
階
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
た
（
程
王
使
使
至
楚
、
楚
王
欲
脊
之
、
故
饗
客
於
章

華
之
壷
上
。
上
者
三
休
、
而
乃
至
其
上
）
」
（
『
質
誼
集
校
注
』
人
民
文
学

出
版
社
一
遷
ひ
）
と
あ
る
。

 
※
『
芸
文
類
聚
』
（
巻
六
十
二
「
台
」
）
は
、
「
質
子
日
、
王
使
使
者
之

 
 
楚
、
二
王
欲
誇
之
、
空
事
章
華
之
壼
。
三
休
、
乃
至
於
上
」
に
作
る
。

穆
王
も
楚
王
も
、
と
も
に
宮
殿
の
壮
麗
さ
を
誇
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
逆

馬
宜
が
両
者
を
混
同
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

①
原
文

萬
戸
千
門
、
唐
墨
之
所
諸
藩

張
平
子
西
京
主
日
、
園
庭
誰
異
、
門
千
戸
萬

②
語
釈

○
「
萬
戸
千
門
」
一
万
も
あ
る
家
と
千
も
あ
る
門
。
こ
こ
で
は
宮
殿
の
壮
麗

 
さ
を
い
う
。
『
漢
書
』
（
巻
二
十
五
下
「
郊
祀
志
第
五
下
」
）
に
「
（
武
帝

 
は
）
そ
こ
で
建
章
宮
を
建
造
し
た
が
、
測
っ
て
み
る
と
三
門
万
戸
（
の
広

 
さ
）
で
あ
る
（
於
面
作
建
章
宮
、
度
二
千
門
万
戸
）
」
と
あ
る
。

○
「
張
衡
」
（
刈
。
。
～
一
ω
O
）
後
漢
の
南
陽
西
那
県
（
現
在
の
河
南
省
南
陽
の

 
北
）
の
人
。
字
は
平
子
。
天
文
術
数
に
通
じ
、
渾
天
儀
を
製
作
し
た
こ
と

 
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
賦
は
『
文
選
』
に
五
首
採
録
さ
れ
て
い
る
。

0
「
所
曾
賦
」
『
文
選
』
（
巻
二
「
賦
甲
 
京
都
上
」
）
に
所
収
さ
れ
る
張
衡

 
「
西
京
賦
」
を
指
す
。
や
は
り
『
文
選
』
（
巻
三
）
に
所
収
さ
れ
る
「
東

 
京
賦
」
と
併
せ
て
、
「
着
京
賦
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
班
固
「
両
都
賦
」

 
に
模
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

○
「
閏
庭
」
垣
の
あ
る
庭
。
「
西
京
賦
」
の
李
善
注
に
「
『
蒼
頷
篇
』
に
、

65
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閏
は
垣
で
あ
る
、
と
あ
る
（
蒼
頷
篇
日
、
畑
鼠
也
）
」
と
あ
る
。

○
「
奥
耳
」
風
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
風
変
わ
り
な
品
々
。
庭
に
置

 
か
れ
た
珍
し
い
調
度
を
い
う
。

○
門
門
千
戸
万
」
「
千
門
万
戸
」
に
同
じ
。
こ
こ
で
は
庭
の
壮
大
さ
を
い
う
。

③
通
釈

平
門
千
戸
の
広
大
さ
は
、
張
衡
が
か
つ
て
「
西
京
賦
」
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る

二
十
の
「
西
京
の
賦
」
に
、
「
垣
の
あ
る
庭
は
風
変
わ
り
な
品
々
で
溢
れ
、

権
門
万
戸
が
立
ち
並
ぶ
ほ
ど
の
広
大
さ
で
あ
る
」
と
あ
る
。

①
原
文

周
王
壁
毫
之
上
穆
天
子
傳
、
盛
姫
、
盛
業
之
子
也
。

是
日
盛
門
。
天
子
乃
爲
之
壷
、
土
日
重
壁
之
壷
。

天
子
賜
之
上
峰
之
長
、

②
語
釈

○
「
周
王
」
周
（
西
周
：
前
δ
い
O
？
～
前
刈
刈
O
／
東
周
：
前
刈
刈
O
～
前
N
い
ひ
）

 
の
五
代
天
子
、
穆
王
の
こ
と
。

○
「
壁
毫
」
周
・
穆
王
が
盛
姫
の
た
め
に
造
っ
た
う
て
な
を
い
う
。

○
「
穆
天
子
傳
」
西
晋
・
聖
帝
の
成
寧
五
年
（
ミ
℃
）
に
、
現
在
の
河
南
省

 
汲
県
に
あ
る
戦
国
時
代
・
魏
裏
王
の
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
書
、
い
わ
ゆ
る

 
「
汲
家
書
」
の
一
つ
。
撰
者
お
よ
び
本
来
の
書
名
は
不
詳
で
、
「
穆
天
子

 
伝
」
は
晋
代
に
付
け
ら
れ
た
仮
名
。
東
晋
・
郭
瑛
の
注
本
が
今
日
に
伝
わ

 
っ
て
い
る
。

○
「
盛
姫
～
」
『
穆
天
子
傳
』
（
巻
第
六
）

○
「
主
筋
」
二
王
の
妃
。
『
穆
天
子
傳
』
（
三
十
八
種
本
『
漢
魏
叢
書
』
）
は

 
「
姫
姓
也
」
に
作
る
。

○
「
盛
柏
之
子
」
華
燭
の
子
、
盛
姫
を
い
う
。
郭
瑛
は
「
盛
は
国
名
で
あ
る

 
（
盛
、
国
名
）
」
と
注
す
る
（
『
漢
魏
叢
書
』
本
『
穆
天
子
傳
』
）
。
ま
た
、

 
清
・
檀
葦
は
『
穆
天
子
傳
』
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
「
当
然
に
『
天
子
西

 
北
至
干
盛
、
盛
伯
献
女
、
姫
姓
也
』
に
作
る
べ
き
で
あ
る
（
当
作
『
天
子

 
西
北
至
干
盛
、
盛
伯
献
女
、
姫
姓
也
』
）
」
と
注
す
る
（
王
胎
櫟
 
『
穆
天

 
子
伝
匪
校
集
釈
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
一
〇
遭
に
拠
る
）
。
こ
こ
で
は
、

 
聖
経
諾
の
引
く
ま
ま
に
解
釈
し
て
お
く
。
な
お
、
『
漢
魏
叢
書
』
本
『
穆

 
天
子
傳
』
は
「
柏
」
を
「
栢
」
に
作
り
、
『
三
文
類
聚
』
（
巻
六
十
二
「
居

 
処
部
二
 
台
」
）
に
引
く
『
穆
天
子
傳
』
は
「
柏
」
を
「
伯
」
に
作
る
。

○
「
姫
之
長
」
姫
姓
の
長
。

O
「
盛
門
」
望
族
。
名
門
の
家
柄
。

○
「
重
壁
之
壷
」
穆
王
が
盛
姫
の
た
め
に
建
て
た
う
て
な
の
名
。
そ
の
姿
が

 
壁
を
重
ね
た
か
の
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
う
。
志
野
の
注
に
「
う
て
な
の
6
6

 
姿
が
壁
を
重
ね
た
か
の
様
で
あ
る
こ
と
を
言
う
（
言
台
状
如
塁
壁
ご
と

 
あ
る
。

③
通
釈

さ
な
が
ら
周
・
穆
王
が
盛
姫
の
た
め
に
建
て
た
重
壁
の
う
て
な
に
い
る
か
の
よ

う
で
あ
り
 
『
穆
天
子
伝
』
に
い
う
、
「
盛
姫
は
、
盛
柏
の
子
で
あ
る
。
天
子

が
盛
柏
に
姫
姓
の
長
の
位
を
与
え
ら
れ
た
た
め
、
名
門
の
家
柄
と
呼
ば
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
天
子
は
そ
こ
で
盛
運
の
た
め
に
う
て
な
を
建
て
、
こ
れ
を

重
壁
の
う
て
な
と
呼
ん
だ
」
。

①
原
文

漢
書
金
屋
之
中

越
武
故
事
、
帝
爲
膠
東
王
、
年
数
歳
。
長
公
主
日
日
、
見
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欲
得
婦
否
。

貯
之
。

日
、
欲
得
。
指
阿
嬌
、
好
否
。
帝
日
、
若
得
阿
嬌
、
當
作
金
屋

②
語
釈

○
「
漢
武
」
前
漢
七
代
天
子
劉
徹
（
在
位
、
前
一
と
～
前
。
。
刈
）
。
武
は
詮
。

○
「
金
屋
」
黄
金
で
飾
っ
た
家
屋
。
豪
奢
な
宮
殿
を
い
う
。

○
「
漢
武
故
事
」
漢
武
帝
の
故
事
を
記
す
。
階
書
経
籍
志
お
よ
び
新
唐
書
芸

 
文
志
は
『
漢
武
帝
故
事
』
二
巻
、
旧
唐
書
芸
心
志
は
『
漢
武
故
事
』
二
巻

 
と
す
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
一
巻
で
あ
る
。

○
「
帝
爲
膠
東
王
～
」
『
漢
武
故
事
』
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
本
）
。
文
字
の
異

 
同
・
省
略
が
あ
る
の
で
、
該
当
個
所
を
示
し
て
お
く
。

 
 
年
四
歳
、
立
為
膠
東
王
。
数
歳
、
長
公
主
標
抱
置
膝
上
、
問
日
、
児
欲

 
 
得
率
不
。
膠
東
王
日
、
欲
得
婦
。
喪
主
指
左
右
長
御
百
絵
人
、
皆
云
不

 
 
用
。
童
貞
工
女
問
日
、
王
覇
好
不
。
珊
瑚
乃
笑
対
日
、
好
。
習
得
阿
嬌

 
 
作
婦
、
当
作
金
屋
貯
之
也
」
。

O
「
膠
東
」
膠
東
国
。
山
東
半
島
の
中
程
、
現
在
の
山
東
省
膠
県
の
北
東
あ

 
た
り
に
あ
っ
た
。
武
帝
は
四
歳
の
時
に
膠
東
王
に
立
て
ら
れ
た
（
『
漢
書
』

 
巻
六
「
武
帝
紀
第
六
」
に
拠
る
）
。

○
「
長
公
主
」
武
骨
の
父
、
漢
四
代
天
子
景
況
の
姉
で
あ
っ
た
、
館
陶
長
追

 
主
標
の
こ
と
。

○
「
否
」
文
末
に
あ
っ
て
疑
問
を
表
す
。
『
漢
武
故
事
』
は
「
不
」
に
作
る

 
が
、
意
味
・
用
法
は
変
わ
ら
ず
。

O
「
阿
嬌
」
薫
陶
長
公
主
と
陳
皮
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
。
後
の
陳
皇
后
。

 
『
漢
書
』
（
巻
九
十
七
上
「
外
戚
伝
第
六
十
七
上
」
）
に
伝
が
あ
る
。
「
阿
」

 
は
、
六
朝
小
説
中
に
常
見
す
る
接
頭
語
（
江
愚
生
『
魏
晋
南
北
朝
小
説
詞

 
語
匪
釈
』
語
文
出
版
社
這
。
。
。
。
参
照
）
。
ま
た
、
阿
嬌
金
屋
の
故
事
に
つ
い

 
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
『
漢
の
武
帝
』
（
岩
波
新
書
 
岩
波
書
店
一
〇
α
い
）
も

参
照
さ
れ
た
い
。

③
通
釈

漢
帝
の
建
て
た
金
屋
の
中
の
よ
う
で
あ
り
 
『
漢
武
故
事
』
に
い
う
、
「
漢
武

帝
が
膠
東
国
の
王
と
な
っ
て
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
館
陶
長
公
主
が
武
帝

に
『
徹
ち
ゃ
ん
は
お
嫁
さ
ん
が
欲
し
く
な
い
？
』
と
聞
い
た
。
三
八
は
『
欲

し
い
よ
』
と
答
え
た
。
す
る
と
長
公
主
が
娘
の
露
髄
を
指
さ
し
て
『
ど
う
？
』

と
言
う
と
、
武
帝
は
『
も
し
も
嬌
ち
ゃ
ん
を
お
嫁
に
で
き
た
ら
、
黄
金
の
家

を
建
て
て
し
ま
っ
て
お
く
よ
』
と
言
っ
た
」
。

①
原
文

玉
樹
以
珊
瑚
作
枝
、
珠
簾
以
玲
瑠
爲
押
一
作
匝
。
漢
心
故
事
、
上
起
神
屋

於
前
庭
、
植
玉
樹
、
以
珊
瑚
爲
枝
、
碧
玉
三
葉
、
花
子
青
墨
、
以
珠
玉
爲
之
、
6
7

空
其
中
如
小
鈴
、
鎗
鎗
有
聲
。
又
二
二
聖
書
簾
、
珊
珀
押
之
。

②
語
釈

 
 
 
 
 
 
 
 

○
「
玉
樹
」
補
注
1
参
照
。

 
 
 
 
 
 
 
く

○
「
珠
簾
」
珠
を
編
み
連
ね
た
簾
。
「
珠
」
は
、
貝
類
の
内
部
で
作
ら
れ
る

 
玉
、
す
な
わ
ち
真
珠
を
い
う
。
『
海
録
砕
事
』
（
巻
五
「
珊
瑠
華
押
」
）
に

 
「
『
漢
武
帝
故
事
』
に
、
武
士
は
神
を
祀
る
や
し
ろ
を
建
造
し
、
真
珠
で

 
簾
を
作
り
玲
瑠
（
簸
甲
）
を
簾
の
お
も
し
と
し
た
、
と
あ
る
（
漢
武
帝
故

 
事
、
上
起
神
屋
、
以
真
珠
為
簾
珊
瑠
押
之
）
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
西
京

 
雑
記
』
（
第
二
「
陵
寝
風
簾
」
）
に
「
昭
陽
殿
で
は
珠
を
編
み
連
ね
て
簾

 
を
作
っ
た
が
、
風
が
吹
く
と
鳴
り
、
雲
量
（
が
触
れ
合
っ
て
立
て
る
）
の

 
音
の
よ
う
で
あ
る
（
昭
陽
殿
織
珠
為
簾
、
風
至
則
鳴
、
如
軽
重
之
声
）
」

 
と
あ
る
如
く
、
「
珠
」
を
「
玉
」
と
同
義
に
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
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こ
こ
で
は
「
珊
瑚
」
と
「
土
壁
」
と
が
共
に
海
の
珍
貨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

 
「
珠
」
も
そ
れ
に
揃
え
て
「
真
珠
」
と
解
し
た
。

○
「
琉
瑠
」
南
海
に
生
息
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
一
種
。
「
璃
瑠
」
に
同
じ
。
そ

 
の
甲
は
驚
甲
と
呼
ば
れ
、
様
々
な
装
飾
品
に
用
い
ら
れ
る
。

○
「
押
」
簾
の
お
さ
え
。
庚
信
「
詠
画
屏
風
詩
二
十
四
首
 
其
十
二
」
に
「
玉

 
押
に
珠
簾
を
捲
き
、
金
鈎
に
翠
慢
を
懸
く
（
玉
押
珠
簾
捲
、
金
光
翠
慢
懸
）
」

 
（
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
北
周
詩
巻
四
）
と
あ
る
。

○
「
上
起
神
屋
於
前
庭
～
」
『
漢
武
故
事
』
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
本
）
。
文
字

 
の
異
同
・
省
略
が
あ
る
の
で
、
該
当
個
所
を
示
し
て
お
く
。

 
 
前
庭
植
玉
樹
、
植
玉
樹
之
法
、
葺
珊
瑚
戸
車
、
以
碧
玉
為
葉
、
花
子
或

 
 
空
虚
赤
、
細
動
珠
玉
為
之
、
子
皆
空
其
中
、
小
鈴
鎗
鎗
有
聲
。

 
な
お
、
「
上
起
神
屋
」
の
部
分
は
見
当
た
ら
ず
。
こ
の
黎
即
諾
注
は
「
玉

 
壷
新
詠
序
」
の
呉
兆
宜
注
（
『
徐
孝
穆
集
箋
注
』
巻
之
四
）
と
ほ
ぼ
同
文

 
で
あ
る
（
呉
兆
宜
注
で
は
「
前
庭
」
の
前
の
「
於
」
字
を
欠
く
）
。
楊
子

 
雲
「
甘
泉
賦
」
（
『
文
選
』
巻
七
所
収
）
の
李
善
注
に
「
』
漢
武
帝
故
事
』

 
に
、
武
帝
は
神
を
祀
る
や
し
ろ
を
建
造
し
、
前
庭
に
玉
樹
を
植
え
、
（
そ

 
の
）
枝
は
珊
瑚
で
、
葉
は
碧
玉
で
作
ら
せ
た
、
と
あ
る
（
漢
武
帝
故
事
日
、

 
上
巴
神
屋
、
前
庭
植
玉
樹
、
珊
瑚
為
枝
、
碧
玉
為
葉
）
」
と
あ
る
。
「
珠

 
簾
」
の
項
で
引
い
た
『
海
録
砕
事
』
（
二
五
）
「
暦
学
簾
押
」
も
含
め
、

 
こ
の
李
善
意
の
引
用
か
と
思
わ
れ
る
。

○
「
上
」
漢
・
乳
癌
を
指
す
。

○
「
神
屋
」
神
を
祀
る
た
め
の
や
し
ろ
。
武
帝
が
方
士
で
あ
る
樂
大
の
言
を

 
受
け
て
未
央
宮
外
に
建
造
し
た
神
明
殿
の
神
室
を
い
う
。
『
漢
武
故
事
』

 
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
本
）
に
「
簗
大
は
（
武
帝
に
）
『
神
は
清
浄
を
尊
ば

 
れ
ま
す
』
と
言
っ
た
。
武
帝
は
そ
こ
で
未
央
宮
の
外
に
（
間
口
が
）
九
問

 
の
神
明
殿
を
建
て
た
。
神
を
祀
る
や
し
ろ
の
柱
は
銅
を
流
し
込
ん
で
作
り
、

 
そ
れ
に
黄
金
を
塗
っ
た
（
藁
大
日
、
神
尚
清
浄
。
上
於
是
於
宮
外
起
神
明

 
七
九
間
。
神
室
鋳
銅
為
柱
、
黄
金
塗
之
）
」
と
あ
る
。
な
お
黎
経
諾
の
引

 
く
『
漢
武
故
事
』
は
、
こ
れ
に
続
く
部
分
で
あ
る
。

○
「
前
庭
」
『
漢
武
故
事
』
に
拠
れ
ば
神
明
殿
の
前
庭
を
指
す
が
、
黎
経
諾

 
の
注
に
拠
れ
ば
未
央
宮
の
前
庭
と
な
る
。
［
通
釈
］
は
『
漢
窯
故
事
』
に

 
従
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

○
「
花
子
」
補
注
2
参
照
。

 
 
 
 
 
 
 
く

○
「
珠
玉
」
美
し
い
玉
。
こ
こ
で
の
「
珠
」
は
「
玉
」
と
同
義
。

○
「
鎗
鎗
」
同
じ
文
字
を
重
ね
た
重
言
（
畳
語
）
表
現
。
こ
こ
で
は
鈴
の
音

 
表
す
擬
音
語
（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
「
又
」
『
漢
武
故
事
』
の
こ
と
。

○
「
以
白
珠
爲
簾
～
」
『
漢
武
故
事
』
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
本
）
。
文
字
の
異

 
同
・
省
略
は
無
い
。

○
「
干
珠
」
白
い
真
珠
。

○
「
押
」
『
漢
武
故
事
』
（
『
古
小
説
鉤
沈
』
本
）
は
「
押
」
に
作
る
。
二
字
6
8

 
は
通
用
す
る
。

③
通
釈

玉
樹
は
珊
瑚
で
枝
を
作
り
、
珠
簾
は
簸
甲
を
お
さ
え
と
す
る
 
「
押
」
は
、
あ

る
テ
キ
ス
ト
で
は
「
匝
」
に
作
る
。
『
漢
武
故
事
』
に
い
う
、
「
武
帝
は
神

を
祀
る
や
し
ろ
を
建
て
て
、
そ
の
前
庭
に
玉
樹
を
植
え
さ
せ
、
（
そ
の
玉
樹

は
）
珊
瑚
を
枝
、
碧
玉
を
葉
と
し
て
、
花
は
青
や
赤
で
す
べ
て
珠
玉
で
作
り
、

（
そ
の
実
は
）
中
を
空
に
し
て
鈴
の
よ
う
に
リ
ン
リ
ン
と
音
が
す
る
」
。
ま

た
、
『
漢
武
故
事
』
に
「
白
い
真
珠
で
簾
を
作
り
、
簸
甲
で
こ
れ
を
お
さ
え

る
」
と
あ
る
。

④
補
注

 
 
 
 

 
補
注
1

 
 
 
（

「
玉
樹
」
に
つ
い
て
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「
玉
樹
」
の
解
釈
に
は
、
以
下
の
二
心
が
あ
る
。

 
 
A
説
：
神
話
・
伝
説
中
の
仙
界
に
あ
る
と
い
う
樹
木
。
仙
木

 
 
B
説
：
衆
宝
を
集
め
て
作
っ
た
人
工
の
樹
木

 
A
説
に
つ
い
て
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
一
℃
い
。
。
）
が
「
玉

樹
」
の
項
で
「
仙
木
を
い
ふ
」
と
し
て
徐
陵
「
玉
台
新
詠
序
」
を
引
く
。

根
拠
は
特
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
玉
樹
」
が
仙
木
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
『
准
南
子
』
（
巻
四
「
墜
形
訓
」
）
に
「
珠
樹
、
玉
樹
、
旋
樹
、

不
死
樹
が
昆
命
の
西
に
あ
る
（
珠
樹
、
玉
樹
、
旋
樹
、
不
死
樹
在
其
西
）
」

と
あ
り
、
『
山
海
経
』
（
第
十
一
「
海
内
西
経
」
）
に
「
開
明
の
北
に
は
血

肉
、
珠
樹
、
文
玉
樹
、
牙
瑛
樹
、
不
死
樹
が
あ
る
（
開
明
北
有
視
肉
、
珠

樹
、
文
玉
樹
、
包
含
樹
、
不
死
樹
）
」
と
あ
る
。

 
B
説
に
つ
い
て
は
、
邦
訳
の
内
田
泉
之
助
『
玉
台
新
詠
（
上
）
』
（
新

釈
漢
文
大
系
ひ
O
 
明
治
書
院
一
〇
§
）
お
よ
び
石
川
忠
久
『
玉
台
新
詠
』
（
中

国
の
古
典
P
い
 
学
習
研
究
社
一
丁
轟
）
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
説
を
採
る
。

内
田
『
玉
台
玉
詠
』
は
呉
兆
宜
の
注
を
引
い
た
上
で
（
原
文
に
つ
い
て
は
、

注
釈
「
上
起
訴
屋
於
前
庭
～
」
の
項
を
参
照
）
、
「
甘
泉
賦
」
の
顔
師
古

の
注
を
引
く
。

 
※
原
文
：
師
聖
日
、
玉
樹
者
、
武
並
所
作
、
集
衆
参
為
之
、
用
供
神
之
。

 
 
 
 
 
 
 
 
（
『
漢
書
』
巻
八
十
七
上
「
揚
雄
伝
言
五
十
七
上
」
）

石
川
『
玉
毫
新
詠
』
は
、
拠
り
所
は
明
示
し
な
い
も
の
の
「
衆
宝
を
集
め

て
作
っ
た
玉
樹
」
と
訳
出
す
る
。

 
な
お
、
内
田
『
玉
台
新
詠
』
の
言
及
す
る
「
甘
泉
賦
」
に
つ
い
て
は
、

『
三
輔
黄
圖
』
（
巻
二
 
「
甘
泉
宮
」
）
に
「
甘
泉
谷
の
北
岸
に
椀
樹
が
あ

り
、
今
は
玉
樹
と
言
っ
て
い
る
。
根
と
幹
が
盤
の
如
く
に
峙
ち
、
二
三
百

年
を
経
た
木
で
あ
る
。
揚
震
の
『
関
輔
古
語
』
に
、
老
人
た
ち
は
、
こ
の

木
が
と
り
も
な
お
さ
ず
揚
雄
の
「
甘
泉
賦
」
に
あ
る
「
玉
樹
青
葱
」
で
あ

る
と
伝
え
て
い
る
、
と
あ
る
（
甘
泉
谷
北
岸
有
棟
樹
、
今
謂
玉
樹
。
根
幹

盤
峙
、
三
二
百
年
木
也
。
揚
震
上
智
古
語
云
、
者
老
相
伝
、
威
以
謂
此
樹
。

即
興
（
4
4
）
雄
甘
泉
賦
、
所
謂
玉
樹
青
葱
也
）
」
と
あ
り
、
「
玉
樹
」
が
「
椀

樹
」
の
別
名
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
・
劉
錬
『
階

心
葉
話
（
下
）
』
に
は
「
雲
陽
報
の
辺
り
に
は
漢
の
離
宮
の
跡
地
が
多
く
、

（
そ
こ
に
は
）
椀
に
似
て
葉
の
細
い
木
が
あ
り
、
土
地
の
人
々
は
こ
れ
を

玉
樹
と
呼
ん
で
い
る
。
楊
（
4
4
）
子
雲
の
『
甘
泉
賦
』
に
い
う
『
玉
樹
青
葱
』

で
あ
る
（
雲
陽
県
界
多
漢
離
宮
故
地
、
有
樹
古
墨
而
葉
細
、
土
人
謂
之
玉

樹
。
楊
（
4
4
）
子
雲
甘
泉
平
面
、
玉
樹
青
葱
）
」
と
あ
り
、
「
椀
」
で
は
な

く
「
椀
に
似
た
樹
木
」
で
あ
る
と
す
る
。
宋
・
呉
曽
は
、
こ
の
『
階
唐
門

話
』
を
引
い
て
『
三
輔
黄
圖
』
の
説
に
論
駁
し
て
い
る
（
『
能
改
斎
漫
録
』

巻
三
「
弁
誤
 
玉
樹
」
）
。
「
玉
樹
」
を
「
椀
」
ま
た
は
「
椀
に
似
た
樹
木
」

と
す
る
解
釈
は
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。

 
以
上
、
二
説
の
う
ち
、
A
説
に
つ
い
て
は
拠
り
所
が
不
明
で
あ
る
た
め
、

積
極
的
に
は
採
用
出
来
な
い
。
残
る
B
説
に
つ
い
て
は
、
武
帝
の
作
ら
せ
6
9

た
「
玉
樹
」
が
「
神
話
・
伝
説
中
の
仙
界
に
あ
る
と
い
う
樹
木
」
を
想
像

上
模
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
検
証
す
る
材
料
は
現

段
階
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
「
玉
樹
」
が
人
工
の
樹
木
で
あ
る

こ
と
は
「
玉
壷
新
門
止
」
本
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
B
説
を

採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
 
 

補
注
2
「
花
子
」
に
つ
い
て

 
 
く

 
漢
魏
六
朝
期
の
詩
文
に
於
け
る
「
花
子
」
の
用
例
は
、
管
見
の
限
り
で

は
見
当
た
ら
な
い
。
や
や
下
っ
て
、
宋
・
高
承
『
事
物
紀
原
』
（
巻
三
「
冠

星
首
飾
部
第
十
四
」
花
軸
）
に
唐
・
西
成
式
『
酉
陽
雑
姐
』
（
巻
樽
「
鯨
」
）

を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
酉
陽
雑
姐
』
に
、
近
頃
、
女

性
が
顔
の
飾
り
に
用
い
る
花
子
（
花
釦
）
は
、
唐
の
上
官
昭
島
（
碗
児
ひ
象

～
刈
一
〇
）
が
始
め
た
形
式
で
、
点
の
跡
を
覆
い
隠
す
も
の
で
あ
る
、
と
あ



（鎌 田  出）「玉を新詠序」訳注（二）

る
。
思
う
に
、
階
の
文
官
が
五
色
の
花
子
（
花
び
ら
）
を
貼
り
付
け
て
お

り
、
（
上
官
昭
容
）
以
前
に
既
に
こ
の
よ
う
な
形
式
が
あ
り
、
上
官
昭
容

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
（
酉
陽
雑
姐
日
、
今
婦
人
面
飾
用

花
子
、
起
自
唐
上
官
昭
容
所
制
、
以
掩
点
 
也
。
按
晴
文
官
貼
五
色
花
子
、

則
前
此
已
有
其
制
 
、
似
不
起
於
上
官
氏
也
）
」
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
「
花

釦
」
を
表
す
「
花
子
」
が
、
も
と
も
と
は
「
花
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
他
に
用
例
を
見
出
し
得
ず
、
ま
た
文
脈
的
に
も
問
題
が
無
い
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
「
花
子
」
は
「
花
」
と
解
し
た
。

 
「
花
子
」
を
「
花
」
と
解
釈
し
た
場
合
、
黎
経
諾
の
注
に
従
え
ば
、
珠

玉
で
作
ら
れ
た
鈴
状
の
「
花
」
が
り
ん
り
ん
と
鳴
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
『
漢
 
武
故
事
』
に
拠
れ
ば
、
中
空
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
花
」
で

は
な
く
「
実
」
（
原
文
、
「
子
」
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
鈴
の
よ
う
な
音
を
立

て
る
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
黎
経
諾
注
「
空
其
中
如
小
鈴
」
の
前
に
「
子
」

字
を
補
っ
て
解
釈
す
る
。

 
な
お
、
前
野
直
彬
「
漢
武
故
事
」
（
中
国
古
典
文
学
大
系
P
轟
『
六
朝
・

唐
・
宋
小
説
選
』
平
凡
社
一
零
。
。
）
所
収
）
は
、
「
花
子
」
を
「
花
と
実
」

と
す
る
。
「
玉
樹
」
の
構
成
す
る
部
位
に
関
す
る
具
体
的
描
写
と
し
て
も
、

「
枝
-
葉
一
花
と
実
-
実
」
と
す
る
解
釈
に
対
し
て
、
部
位
の
重
複
説

明
を
避
け
、
個
々
を
独
立
さ
せ
て
描
写
す
る
と
捉
え
る
「
枝
-
葉
-
花
-

実
」
と
い
う
解
釈
の
方
が
優
る
と
考
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
以
下
、
続
く
）
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